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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

4/20現在 

父島 

94.6/100 

母島  

78.1/100 

 

3 月気象状況    （父島） 

最高気温   25.1℃ 

最低気温   13.9℃ 

平均気温   20.2℃ 

平均湿度   77％ 

月降水量   124.mm 

住民基本台帳登録者数（4/1） 

             2,610人 

             父島      母島                

  人口      2,140人   470人 

  世帯      1,213    273 

                                               

   

返
還
50
周
年
！ 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
の
こ
の
日
を
皆
さ
ん

で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

「
父
島
返
還
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
な
ど
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
26
日
（
火
）
午
後
５
時
か
ら
（
雨
天

中
止
） 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
募
集
内
容
】 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
》 

 
 

歌
、
踊
り
、
劇
、
演
奏
な
ど
返
還
祭
に
ふ
さ
わ

し
い
出
演 

【
申
込
期
間
】
５
月
１
日
（
火
）
～
25
日
（
金
） 

《
夜
店
》 

 
 

飲
食
、
物
販
な
ど
（
返
還
祭
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
出
店
） 

 

※
出
店
数
や
内
容
に
よ
り
、
出
店
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】 

 
 

６
月
１
日
（
金
）
～
10
日
（
日
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

《
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
》 

 
 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

《
夜
店
》 

 
 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

福
本 

 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

       

小
笠
原
村
は
、
未
だ
帰
島
が
叶
わ
ぬ
硫
黄
島
旧
島

民
の
心
情
に
報
い
る
た
め
、
例
年
６
月
に
硫
黄
島
訪

島
事
業
を
実
施
し
、
旧
島
民
の
ゆ
と
り
あ
る
墓
参
と

出
身
集
落
へ
の
里
帰
り
を
実
現
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
学
び
、
語
り
継
い

で
い
く
た
め
、
中
学
生
と
一
般
村
民
に
も
訪
島
の
機

会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
現
在
、「
新
お
が
さ
わ
ら
丸
」
の
排

水
量
（
船
の
重
量
）
が
現
地
係
留
ブ
イ
の
能
力
を
超

え
て
い
る
問
題
に
よ
り
、
硫
黄
島
へ
の
上
陸
が
で
き

ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
村
で
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
に
て
硫
黄
島
を

訪
島
し
、
近
海
に
停
船
し
て
洋
上
慰
霊
祭
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

南
硫
黄
島
・
北
硫
黄
島
の
周
囲
も
航
行
し
ま
す
。 

【
日
程
】（
※
硫
黄
島
へ
の
上
陸
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
） 

９
月
15
日
（
土
）
午
後
７
時 

 
 

父
島
発 

 

16
日
（
日
）
午
前
６
時
頃 

南
硫
黄
島
着
・ 

周
囲
を
航
行 

～ 

硫
黄
島
着
・
周
囲
を
航
行 

～ 

洋

上
慰
霊
祭 

～
北
硫
黄
島
着
・
周
囲
を
航
行 

～ 

午
後

６
時
30
分
頃 

父
島
着 

※
日
程
は
、
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

※
事
業
の
詳
細
お
よ
び
参
加
募
集
案
内
は
村
民
だ
よ

り
６
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

        

４
月
３
日
に
小
笠
原
村
は
、
東
京
都
お
よ
び
小
笠

原
村
建
設
協
力
会
の
三
者
に
よ
る
「
災
害
時
に
お
け

る
応
急
対
策
業
務
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。 

 
こ
の
協
定
は
、
台
風
や
津
波
な
ど
で
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
際
に
、
三
者
が
連
携
を
し
て
道
路
や

河
川
な
ど
の
応
急
・
復
旧
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
と

い
う
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
訓
練
を
通
じ
て

災
害
時
の
対
応
を
検
証
し
、
防
災
力
の
強
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１  

 

   

【
日
時
】
５
月
27
日
（
日
） 

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分 

※
雨
天
順
延 

６
月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
） 

【
場
所
】 

母
島
小
中
学
校
校
庭 

【
一
般
参
加
の
競
技
種
目
】
高
校
生
以
上
で
健
康
な

方 ・
パ
ン
食
い
障
害
物
競
争
（
個
人
） 

・
対
抗
リ
レ
ー
（
４
人
１
チ
ー
ム
）
３
位
ま
で
表
彰
・

賞
品
あ
り
（
男
女
別
） 

・
綱
引
き
（
５
人
１
チ
ー
ム
）
３
位
ま
で
表
彰
・
賞

品
あ
り
（
男
女
別
） 

《
申
込
方
法
》 

 

母
島
小
中
学
校
が
全
戸
配
布
（
母
島
内
）
し
て
い
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
５
月
24
日

（
木
）ま
で
に
、学
校
窓
口
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

【
未
就
学
児
種
目
】
小
学
校
に
上
が
る
前
の
お
子
様 

 

《
申
込
方
法
》 

当
日
、
集
合
場
所
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

【
注
意
事
項
】 

・
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学

校
敷
地
内
は
禁
煙
で
す
。 

・
競
技
中
の
け
が
は
、
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
準
備
運
動
を
入
念
に
行
い
、
運
動
に
ふ
さ
わ

し
い
服
装
と
履
き
物
（
ス
パ
イ
ク
は
禁
止
）
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。 

・
天
候
な
ど
に
よ
り
、
競
技
開
始
時
間
の
変
更
や
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
中
学
校 

３
―
２
１
８
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
８
２  
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父
島
返
還
祭
参
加
者
募
集 

 

 

硫
黄
島
訪
島
事
業
に
つ
い
て 

 

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務 

 

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結 

 

 

第
44
回
母
島
小
中
学
校
運
動
会 



  NO．686    平成 30（2018）年 5 月 1日（火）                        編集・発行  小笠原村総務課 

-2- 

                                               

                                       

                                       

                                      



  NO．686    平成 30（2018）年 5 月 1日（火）                        編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

                                               

                                       

                       



  NO．686    平成 30（2018）年 5 月 1 日（火）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-4- 

   

小
笠
原
小
学
校
で
の
学
校
公
開
は
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
に
学
習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
参
観
い
た

だ
き
、
学
校
で
の
児
童
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方

法
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご
感
想
を
賜
り
、
教
育

活
動
の
改
善
や
授
業
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ
さ

い
。 

  【
公
開
日
・
時
程
】
５
月
12
日
（
土
） 

授
業
公
開 

《
１
校
時
》
午
前
８
時
25
分
～
９
時
10
分 

《
２
校
時
》
午
前
９
時
20
分
～
10
時
５
分 

《
３
校
時
》
午
前
10
時
25
分
～
11
時
10
分 

避
難
訓
練
（
津
波
を
想
定
し
た
引
渡
し
訓
練
） 

《
４
校
時
》
午
前
11
時
20
分
～
昼
12
時
５
分 

 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

２
―
２
０
１
２  

    

「
硫
黄
島
島
民
平
和
祈
念
墓
地
公
園
」
で
は
、
防
衛

省
の
補
助
金
を
活
用
し
、
経
年
劣
化
し
て
い
た
屋
根

お
よ
び
外
壁
部
分
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。 

            

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

     

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
５
月
３
日
（
木
）
～

４
日
（
金
）
は
、
扇
浦
線
を
増
便
し
て
運
行
し
ま
す
。 

 

【
臨
時
増
便
（
５
月
３
日
、
４
日
）】 

○
午
後
２
時
45
分
（
村
役
場
発
） 

○
午
後
３
時
10
分
（
小
港
海
岸
発
） 

  

休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
村
営
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

      

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え

す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を

行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
16
日
（
水
）
午
前
11
時
こ
ろ 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１  

 

     

母
島
で
は
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務
を
役
場
職
員

が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
父
島
と
同
様
に
委
託
業
者

が
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
委
託
業

者
が
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
の
た
め
、
お
客
様
の
敷

地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

      

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 

母
島
支
所
施
設
係 

３
―
２
１
１
１  

   
 ◎

情
報
公
開
制
度 

 

情
報
公
開
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
村
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
、村
政
の
公
正
で
透
明
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

村
民
の
村
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

 

公
開
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
29
年
度
の
公
開
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
【
情
報
公
開
】 

 

《
請
求
件
数
》
１
件 

【
任
意
的
公
開
（
簡
易
な
情
報
公
開
）】 

 

《
公
開
件
数
》
33
件 

 

◎
個
人
情
報
保
護
制
度 

 

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
個
人
情

報
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
、
お
よ
び
自
己
に
関
す

る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
権
利
を
明
ら
か
に
し
、

個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
公

正
で
信
頼
さ
れ
る
村
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

 

開
示
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
29
年
度
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
請
求
公
開
】
０
件 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１  

     

小
笠
原
消
防
団
は
平
成
30
年
４
月
を
機
に
、
定
数

を
大
幅
に
増
員
し
ま
し
た
。 

 

と
も
に
島
の
安
心
安
全
を
守
っ
て
い
た
だ
け
る
、

意
欲
あ
る
島
民
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
に
住
民
登
録
し
て
い
る
20
歳

以
上
の
健
康
な
方
（
男
女
問
わ
ず
） 

 

一
定
の
額
の
報
酬
と
出
動
の
際
は
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
消
防
活
動
に
必
要
な
制
服
等
は
貸
与
さ
れ

ま
す
。
功
労
・
功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま

す
。
島
の
た
め
に
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん

か
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

 

小
笠
原
村
消
防
団
事
務
局 

２
―
３
１
１
１  

   

 
小
笠
原
小
学
校 

学
校
公
開 

  

硫
黄
島
民
平
和
祈
念
墓
地
公
園
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た 

  

 

村
営
バ
ス 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
臨
時
運
行 

  

 
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国
一
斉 

 

緊
急
情
報
伝
達
試
験 

  

 

母
島
の
水
道
メ
ー
タ
ー 

 

検
針
業
務
に
つ
い
て 

   

村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開 

  

 

消
防
団
員
募
集 
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【
実
施
日
程
】
５
月
30
日
（
水
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 
山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
５
月
25
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

     

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。（
※
予
約
が
必
要
で
す
。）
な

お
、次
回
の
当
相
談
会
は
８
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
15
日
（
火
）
午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
14
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
） 

 

●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

     

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険(

国
保)

制

度
改
正
に
伴
い
、
小
笠
原
村
は
東
京
都
へ
国
保
事
業

費
納
付
金
の
納
付
を
行
い
ま
す
。
こ
の
国
保
事
業
費

の
算
出
根
拠
は
、
小
笠
原
村
の
過
去
３
年
度
分
の
所

得
水
準
及
び
医
療
費
水
準
で
す
。
小
笠
原
村
の
医
療

費
は
、
都
内
区
市
町
村
中
１
番
低
い
で
す
が
、
小
笠

原
村
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
を
見
る
と
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
医
療
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

             
 ○

で
き
る
だ
け
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

休
日
に
薬
が
切
れ
て
し
ま
う
な
ど
事
前
に
わ
か
る

場
合
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。 

○
治
療
の
前
に
予
防
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。 

 
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
す
る
た
め
に
、
年
１
回
の
健
康
診
断
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

小
笠
原
村
国
保
で
は
、
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

特
定
健
診
を
毎
年
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。(

実
施

時
期
に
つ
い
て
は
、
村
民
だ
よ
り
に
て
お
し
ら
せ
し

ま
す
。) 

 

特
定
健
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な

っ
た
方
は
、
自
分
の
体
の
状
況
の
把
握
と
病
気
予
防

の
た
め
、
必
ず
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険
等
他
の
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 

た
だ
し
、
法
人
事
業
所(

株
式
会
社
や
有
限
会
社

等)

に
勤
務
し
て
い
る
場
合
、法
人
の
代
表
者
、役
員
、

全
て
の
正
社
員
は
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
を
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
法
人
事
業
所
の

方
は
、
社
会
保
険
へ
の
切
替
え
加
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

小
笠
原
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク

を
集
め
て
学
校
に
必
要
な
教
材
備
品
を
整
備
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ベ
ル
マ
ー
ク
ま
た
は
使
用
済
み
イ
ン
ク
ト
ナ
ー
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
（
キ
ャ
ノ
ン
・
エ
プ
ソ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

各
社
純
正
品
の
み
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
回
収
箱
設
置
場
所
】 

○
小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

○
村
役
場
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
小
学
校 

 
 
 

２
―
２
０
１
２ 

 

小
笠
原
中
学
校 

 
 
 

２
―
２
５
０
２  

行
政
相
談
所
の
開
設 

 
電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

 

国
民
健
康
保
険
の 

 
 
 
 

医
療
費
に
つ
い
て 

 

年度
一人当たりの
医療費金額

被保険者数

平成24年度 160,650円 1,150人

平成25年度 170,866円 1,128人

平成26年度 183,894円 1,105人

平成27年度 200,470円 1,097人

平成28年度 171,424円 1,061人

平成29年度(推計) 179,066円 1,040人

 

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の 

 
 
 

法
人
事
業
所
の
方
へ 

 

ベ
ル
マ
ー
ク
お
よ
び
使
用
済
み 

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収 
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次
に
掲
げ
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
期
限
内
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。 

〇
社
会
福
祉
法
人
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

団
体
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
村
長
が
そ
の

活
動
に
公
益
性
を
認
め
る
団
体
が
、
そ
の
活
動
の
た

め
に
専
ら
使
用
す
る
も
の 

〇
生
活
保
護
受
給
者
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、

村
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の 

〇
天
災
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
村
長
が
認
め

る
も
の 

〇
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
身
体
障
が
い
者
の
方
な

ど
の
移
動
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど 

【
申
請
期
限
】
５
月
31
日
（
木
）
ま
で 

【
申
請
場
所
】
財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所 

【
そ
の
他
】
減
免
要
件
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２  

    

出
張
期
間
：
３
月
20
日
～
４
月
17
日 

・
日
米
硫
黄
島
戦
没
者
合
同
慰
霊
追
悼
顕
彰
式 

・
50
周
年
Ｐ
Ｒ
隊
都
知
事
表
敬
訪
問 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会 

・
離
島
航
路
地
域
協
議
会 

・
災
害
時
に
お
け
る
協
定
締
結
式 

・
小
笠
原
協
会
理
事
会 

・
関
係
機
関
挨
拶 

・
取
材
対
応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

    

５
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）
お
よ
び
軽
自

動
車
税
の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
５
月
31
日(

木)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

            

          

東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率

（
農
業
資
金
、
漁
業
資
金
、
商
工
業
資
金
、
住
宅
資

金
）
が
４
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

４
月
１
日
か
ら
の
貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
今
回
、
生
活
資
金
の
貸
付
利
率
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
変
更
前
に
借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決

定
さ
れ
た
資
金
の
利
率
に
つ
い
て
も
、
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

        

●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

２
―
２
１
２
２ 

     

【
日
時
】
５
月
14
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
離

職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

     

【
日
時
】
毎
週
日
曜
日 

午
後
２
時
30
分
～
午
後
５

時 
 

 

た
だ
し
、
校
内
行
事
や
工
事
の
都
合
等
で
休
館
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

【
そ
の
他
】
主
権
者
教
育
の
一
環
と
し
て
、
新
聞
６

紙
（
読
売
・
毎
日
・
朝
日
・
東
京
・
産
経
・
日
経
）

を
配
架
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

         

島
嶼
会
館
の
予
約
に
つ
い
て
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル

や
ご
連
絡
の
な
い
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
が
大
変
多
く
、

皆
様
の
ご
予
約
が
取
り
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

よ
り
多
く
の
島
民
の
方
に
お
泊
ま
り
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
ご
宿
泊
の
ご
予
定
が
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
キ
ャ
ン
セ
ル
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。  

 

 

軽
自
動
車
税
の
減
免 

 

村
長
出
張
報
告 

 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び 

 

口
座
振
替
日 

 

こどもまつり（父島） 

5月 3日（木） 

午前 10時～ 

午前 11時 30分 

おまつり広場 

(雨天の場合  

地域福祉センター)  

子どもの日の集い(母島) 

5月 3日（木） 

午前 10時～午後 1時 

母島小中学校グラウンド 

(雨天の場合は体育館) 

●問合せ先 母島支所 3-2111 村民課福祉係 2-3939 

 

 

東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建 

 

資
金
貸
付
利
率
の
改
正 

 
母
島
巡
回
労
働
相
談 

 
生
活
資
金

変
更
後
の
貸
付
利
率

0
.
6
%

1
.
2
9
%

0
.
7
6
%

0
.
3
%

0
.
3
%

資
金
名

住
宅
資
金

商
工
業
資
金

漁
業
資
金

農
業
資
金

 

小
笠
原
高
校
図
書
館
開
放 

  

島
嶼
会
館
の
キ
ャ
ン
セ
ル 

 
 
 
 

状
況
に
つ
い
て 
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●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１ 

        

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
10
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
10
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
） 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手

数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
今
月
は
、
歯
科
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
受

診
で
き
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
５
月
17
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

大
会
議
室 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
５
月
１
日
（
火
）
午
前
10
時
～
10
時
30

分 【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

３
―
２
１
１
１ 

     

今
年
度
か
ら
新
し
く
親
子
ヨ
ガ
教
室
を
父
島
に
て

行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
さ
ん
に
教
わ

り
な
が
ら
、お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ
ガ
を
行
い
ま
す
。

事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
実
施
日
】
５
月
７
日
（
月
） 

①
《
対
象
》
首
が
座
っ
て
か
ら
歩
く
ま
で
の
お
子
様

と
保
護
者 

《
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
（
全
て
親

子
ヨ
ガ
） 

 

②
《
対
象
》
し
っ
か
り
歩
い
て
い
る
お
子
様
と
保
護

者 《
時
間
》
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分
（
前
半
親

子
ヨ
ガ
・
後
半
親
ヨ
ガ
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い
楽

な
服
装
（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
） 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。） 

【
日
時
】
５
月
16
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
内
容
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
、
室
内
で
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
保
育
園
年
長
の
方
を
対
象
に
、
定
期
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
。対
象
の
方
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

 
 

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》 

保
育
園
年
長 

【
実
施
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
実
施
日
】
５
月
10
日
（
木
）(

保
育
園
年
長
対
象) 

 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

母
島
支
所 

３
―
２
１
１
１ 

          

【
休
診
日
】
５
月
18
日
（
金
）
～
６
月
１
日
（
金
） 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 

２
―
３
８
０
０ 

    

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
５
月
24
日
（
木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 

５
月
25
日
（
金
）
午
後 

 
 
 
 

５
月
26
日
（
土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 

５
月
28
日
（
月
）
午
前
・
午
後 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
５
月
21
日
（
月
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 

５
月
22
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

【
受
付
時
間
】 

《
午
前
》
午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時 

《
午
後
》
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

    

　 当　日 無断(不泊) 備考

キャンセル キャンセル

26年度 947件 310件 　

27年度 1,746件 230件 　

28年度 2,035件 125件 　

29年度 1,597件 423件 4～2月

 

定
期
予
防
接
種 

   

 

乳
幼
児
健
診
（
父
島
） 

    
乳
幼
児
計
測
会
（
母
島
） 

    

育
児
学
級
（
親
子
ヨ
ガ
教
室
・
父
島
） 

   

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

     

予
防
接
種
の
実
施
（
母
島
） 

    

小
笠
原
村
診
療
所
（
歯
科
）
の
休
診 

     

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 
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５
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,951 等級 大人 小人

50,060 42,830 25,030 (+313) 4,400 2,200

(+1,460) (+1,250) (+730) 14,849 (+520) (+260)

36,160 28,930 18,080 (+291) 5,280 2,640

(+1,060) (+850) (+530) 13,660 (+620) (+310)

27,250 21,800 13,630 (+268) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+800) (+640) (+400) 1,598

23,910 19,130 11,960 (+31)

(+700) (+560) (+350) 1,189 8,966

等級 村民 村民小人 身障者 (+23) (+672)

41,020 20,510 25,030 8,406

(+1,190) (+590) (+730) (+630)

27,120 13,560 18,080 7,846

(+790) (+390) (+530) (+588)

20,440 10,220 13,630 898

(+600) (+300) (+400) (+67)

17,940 8,970 11,960 677

(+530) (+260) (+350) (+51)

3等品

小口
0.075t以下

5月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

5,000

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

 

     

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
の

２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝
台
船
室
で
乗
船

す
る
場
合
は
、
片
道
25
％
割
引
に
な
る
「
島
民
割
引
」

が
利
用
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
は
、
復
路
が
80
％
割
引
に
な

る
「
島
民
往
復
割
引
」
が
利
用
で
き
ま
す
。 

 

窓
口
で
乗
船
券
を
購
入
す
る
と
き
に
、「
乗
船
券
購

入
申
込
書
」（
割
引
申
請
書
）
と
次
の
証
明
書
類
（
有

料
人
員
分
）
い
ず
れ
か
を
必
ず
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

 

１ 

小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書
。（
カ
ー
ド
式
ま

た
は
１
回
式
） 

２ 
小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証
。 

３ 
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
。（
お
が

さ
わ
ら
丸
の
み
） 

※
無
賃
の
幼
児
・
乳
児
は
不
要
で
す
が
、
小
人
も
「
島

民
割
引
」
適
用
の
際
は
居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。 

※
そ
の
他
の
書
類
（
健
康
保
険
証
・
学
生
証
）
で
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

《
島
民
割
引
乗
船
券
に
つ
い
て
》 

 

小
笠
原
海
運
父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１ 

《
居
住
証
明
書
に
つ
い
て
》 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

     

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
６
月
10
日
（
日
） 

【
申
込
期
間
】
５
月
９
日
（
水
）
ま
で 

【
受
験
料
】 

 
 

（
３
級
）
２
８
０
０
円 

 
 

（
２
級
）
４
６
３
０
円 

【
試
験
会
場
】
父
島 

商
工
会
館
会
議
室 

 
 
 
 
 
 

母
島 

村
民
会
館
会
議
室 

 

な
お
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン

セ
ル
・
級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
願
い
ま

す
。 

 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 

２
―
２
６
６
６  

      

商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の
日
程
で
ビ
ー
チ
ク
リ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
５
月
12
日
（
土
） 

午
前
９
時
～ 

 
 

【
集
合
場
所
】
宮
之
浜
海
岸 

駐
車
場 

 

受
付
は
当
日
に
、
現
地
で
行
い
ま
す
。
村
民
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
ゴ

ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、

軍
手
・
お
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６  

 

     

小
笠
原
村
観
光
局
で
は
、
島
民
や
観
光
客
の
皆
様

か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た
写
真
で
小
笠
原
観
光
ポ
ス
タ

ー
を
作
成
し
ま
す
。写
真
を
採
用
さ
れ
た
方
に
は「
小

笠
原WAON

カ
ー
ド
３
千
円
チ
ャ
ー
ジ
分
」と
ポ
ス
タ

ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

 

過
去
の
写
真
で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
応
募
期
間
】
５
月
12
日
ま
で 

【
応
募
方
法
】
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
小
笠
原
村
観
光

局
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
ご
自
身
の
ア
カ

ウ
ン
ト
か
ら
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ 

「#

小
笠
原
ポ
ス
タ
ー

２
０
１
８
」
を
付
け
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。（
過
去

の
写
真
で
も
応
募
可
能
で
す
。） 

【
応
募
詳
細
】
応
募
前
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

https://www.visitogasawara.com/campaign/

ogasawara-poster/ 

   

【
当
選
作
品
】
12
作
品 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
局 

０
３
―
５
７
７
６
―
２
４
２
２ 

（Mail

：tokyo@visitogasawara.com

）  

     

南
洋
踊
り
保
存
会
で
は
、
小
笠
原
の
郷
土
芸
能
の

保
存
活
動
の
一
環
と
し
て
、
南
洋
踊
り
の
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
小

学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。 

 

お
が
さ
わ
ら
丸 

は
は
じ
ま
丸
の 

 
 
 
 
 
 

島
民
割
引
に
つ
い
て 

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

  

宮
之
浜
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
実
施 

 

 

小
笠
原
ポ
ス
タ
ー  

 

イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

小
笠
原
ポ
ス
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

【
検
索
】 

 

 

南
洋
踊
り
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

 

https://www.visitogasawara.com/campaign/ogasawara-poster/
https://www.visitogasawara.com/campaign/ogasawara-poster/
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【
実
施
日
時
お
よ
び
講
習
予
定
】 

《
第
１
回
》
５
月
12
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
～
午

後
８
時
30
分 

 

踊
り
の
説
明
と
ウ
ラ
メ 

《
第
２
回
》
５
月
18
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
～
午

後
８
時
30
分 

 

ウ
ラ
メ
の
復
習
と
夜
明
け
前 

《
第
３
回
》
５
月
24
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分
～
午

後
８
時
30
分 

 

夜
明
け
前
の
復
習
と
ウ
ワ
ド
ロ 

《
第
４
回
》
５
月
30
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～
午

後
８
時
30
分 

 

ウ
ワ
ド
ロ
の
復
習
と
ギ
ダ
イ
、
総
合
練
習 

【
会
場
】
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー 

【
申
込
】
当
日
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

第
２
回
以
降
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。 

 
 
 
 

      

●
問
合
せ
先 

 
 

南
洋
踊
り
保
存
会 

森
本 

２
―
３
９
０
８ 

     

【
職
種
】
事
務
局
ア
ル
バ
イ
ト 

【
業
務
内
容
】
一
般
事
務
、
小
笠
原
の
観
光
案
内
、

デ
ー
タ
入
力
、
イ
ベ
ン
ト
対
応
等 

【
業
務
開
始
】
６
月
以
降
。
※
応
相
談
（
５
月
よ
り

勤
務
で
き
る
方
を
歓
迎
し
ま
す
。） 

【
勤
務
体
系
】
常
勤
（
月
20
日
程
度
）・
非
常
勤
（
月

10
日
程
度
）、
休
日
は
シ
フ
ト
制 

【
勤
務
期
間
】
長
期
歓
迎 

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時
※
応
相
談 

【
給
与
】
時
給
千
円
以
上
（
昇
給
あ
り
） 

【
応
募
資
格
】 

◯
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作

が
で
き
る
方 

◯
笑
顔
で
元
気
よ
く
接
客
で
き
る
方
、
丁
寧
な
電
話 

対
応
が
で
き
る
方 

※
英
会
話
・
メ
ー
ル
な
ど
、
外
国
人
へ
の
対
応
が
で

き
る
方
、Illustrator

が
使
え
る
方
を
歓
迎
し
ま

す
。 

【
福
利
厚
生
】
社
会
保
険
完
備
（
健
康
保
険
・
雇
用

保
険
・
労
災
保
険
・
厚
生
年
金
）
※
常
勤
の
み 

【
応
募
方
法
】
お
電
話
の
後
、
履
歴
書
（
写
真
添
付

付
）
を
郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】
５
月
11
日(

金)

午
後
５
時
ま
で
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。 

【
選
考
方
法
】
書
類
選
考
後
、
面
接 

 
●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
村
観
光
協

会 
２
―
２
５
８
７  

      

小
笠
原
高
校
で
は
、
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く

学
校
薬
剤
師
（
非
常
勤
）
と
し
て
勤
務
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。 

 

【
勤
務
場
所
】
東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

【
内
容
】
月
に
１
回
程
度
学
校
へ
直
接
出
向
き
、
必

要
に
応
じ
空
気
環
境
や
照
度
な
ど
の
検
査
等
の
実
施

お
よ
び
生
徒
の
保
健
安
全
に
お
け
る
助
言
指
導
を
行

う
こ
と
。
そ
の
他
会
議
出
席
な
ど
。 

【
期
間
】
契
約
後
～
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で 

 

平
成
31
年
度
以
降
更
新
の
可
能
性
あ
り 

【
応
募
期
間
】
５
月
14
日
（
月
）
～
31
日
（
木
） 

【
条
件
等
】
小
笠
原
村
在
住
で
薬
剤
師
の
免
状
を
有

し
て
い
る
こ
と 

 

そ
の
他
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 

２
―
２
３
４
６  

    

◎
「
お
茶
会
を
し
よ
う
！
」
講
座 

  

茶
道
は
、
一
椀
の
お
茶
を
い
た
だ
き
合
う
亭
主
と

お
客
様
と
が
交
わ
る
場
を
、
心
地
よ
く
、
お
互
い
が

関
わ
り
や
す
い
よ
う
、
利
休
居
士
よ
り
四
百
数
十
年

か
け
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
、
日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
礼
儀
作
法
や
立
ち
居
振
る
舞
い
も
自
然
に
身
に

着
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
】
小
学
１
年
生
～
高
校
３
年
生
（
経
験
者
、

未
経
験
者
、
共
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
） 

【
日
時
】
５
月
27
日
、
６
月
３
日
、
10
日
、
９
月
９

日
、
９
月
16
日
、
11
月
４
日
、
11
月
18
日
、
12

月
１
日
（
土
）
12
月
２
日
、
１
月
13
日
（
各
日
曜
日
） 

《
午
後
》
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
全
十
回
） 

【
費
用
】
一
人
５
千
円
（
お
茶
、
お
菓
子
、
保
険
代
）・

お
懐
紙
、
楊
枝
の
必
要
な
方
は
、
別
途
５
０
０
円
（
実

費
） 

【
受
付
】
電
話
又
は
メ
ー
ル
に
て
、
受
付 

【
締
切
】
５
月
20
日
（
日
） 

【
持
ち
物
】
楊
枝
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
、
帯
又
は

ベ
ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ 

※
９
月
８
日
（
土
）、
２
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら
、
会
場
や
お
道
具
の
準
備
、
片
づ
け
を
行
い
ま

す
の
で
、
参
加
者
お
よ
び
保
護
者
の
方
は
、
お
手
伝

い
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
参
加
費
は
初
回
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場

合
も
返
金
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
主
催
】
小
笠
原
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会 

【
講
師
】
竹
田
宗
洋
（
補
助
員
派
遣
：
小
笠
原
茶
道

会
） 

※
こ
の
事
業
は
、「
平
成
30
年
度
文
化
庁
伝
統
文
化

親
子
教
室
事
業
」
で
運
営
さ
れ
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

竹
田
洋
子 

０
９
０
―
１
０
２
１
―
０
４
１
０ 

 

メ
ー
ル
：ogasawarasadou@yahoo.co.jp  

       

【
日
時
】
６
月
３
日
（
日
）
～
４
日
（
月
）
の
２
日

間 ※
両
日
と
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で 

【
実
施
場
所
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
受
講
対
象
者
】 

 

村
内
に
あ
る
建
物
等
で
防
火
管
理
者
ま
た
は
防
災

管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る
方 

【
受
講
申
請
書
配
布
・
受
付
場
所
】 

《
父
島
》 

○
小
笠
原
支
庁
総
務
課 

○
村
役
場
総
務
課 

《
母
島
》 

○
母
島
出
張
所 

○
母
島
支
所 

【
受
付
期
間
】
５
月
25
日
（
金
）
ま
で 

【
そ
の
他
】
講
習
お
よ
び
対
象
者
の
詳
細
は
、
東
京

都
広
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

公
益
財
団
法
人
東
京
防
災
救
急
協
会 

講
習
事
業

部
講
習
第
一
課 

 

０
３
―
５
２
９
７
―
１
０
１
０ 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 
 
 
 
 

ス
タ
ッ
フ
募
集 

 

小
笠
原
高
校
学
校
薬
剤
師 

 
 
 
 
 

（
非
常
勤
）
募
集 

 

子
ど
も
茶
道
教
室 

 
 
 
 
 
 

参
加
者
募
集 

 

防
火
・
防
災
管
理
新
規
講
習
の 

 
 
 
 
 
 

実
施
に
つ
い
て 
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館
内
の
全
域
清
掃
の
た
め
、
５
月
12
日
（
土
）
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。 

 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
４
８
６  

      
 
 
 

  

◎
小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念 

 
 
 
 

祝
賀
パ
レ
ー
ド
参
加
グ
ル
ー
プ
募
集
中 

 

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
返
還
記
念
祝
賀
パ
レ
ー

ド
へ
の
参
加
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
30
日(

土)

午
後
４
時
～ 

【
コ
ー
ス
】
父
島
生
協
前(

予
定)

～
都
道
～
お
祭
り

広
場 

【
締
切
】
５
月
15
日(

火)

ま
で 

【
参
加
助
成
及
び
参
加
人
数
】 

 

パ
レ
ー
ド
参
加
グ
ル
ー
プ
に
は
参
加
人
数
に
応
じ

て
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。 

 
 

１
グ
ル
ー
プ
20
名
以
内 

上
限
３
万
円 

 
 

１
グ
ル
ー
プ
21
名
以
上 

上
限
５
万
円 

 

助
成
金
の
対
象
は
、
パ
レ
ー
ド
に
必
要
な
備
品
、

用
品
、
消
耗
品
等
（
飲
料
・
食
料
を
除
く
）
で
す
。 

【
申
込
方
法
】
実
行
委
員
会
事
務
局
に
電
話
又
は
直

接
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
・
問
合
せ
先
】 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

事
務
局 

 
 
 

２
―
３
９
４
１ 

◎
島
の
同
窓
会 in 

小
笠
原 

 

私
た
ち
の
小
笠
原
が
日
本
に
返
還
さ
れ
て
50
年
。

島
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん
、

あ
な
た
と
も
う
一
度
こ
の
島
で
会
い
た
い
！ 

 

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
島
で
の
同
窓
会
を
開
催
し

ま
す
。 

【
開
催
日
時
】
父
島
：
８
月
27
日(

月) 

 
 
 
 
 
 

母
島
：
８
月
28
日(

火) 

【
開
催
場
所
】
父
島
・
母
島
と
も
小
中
学
校
体
育
館 

【
参
加
資
格
】 

・
小
笠
原
の
小
・
中
・
高
校
を
卒
業
し
た
方 

・
各
校
の
卒
業
時
に
担
任
を
な
さ
っ
た
先
生
方
、
歴

代
の
校
長
先
生 

【
参
加
助
成
】 

 

村
外
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、
往
復
船
賃
の
半

額
程
度
を
助
成
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
今
後
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
５
月
16
日
～
７
月
15
日 

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
、『
島
の
同
窓
会in 

小
笠
原
』

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://ogasawara50th-dousoukai.com 

    

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

事
務
局 

 
 
 

２
―
３
９
４
１ 

       

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
自
主
事
業
と
し

て
、「
小
笠
原
」「
50
年
」
に
縁
の
あ
る
方
々
が
出
演

さ
れ
る
『
返
還
記
念
寄
席
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
出
演
者
】 

・
三
遊
亭
歌
武
蔵
（
さ
ん
ゆ
う
て
い 

う
た
む
さ
し
） 

・
三
笑
亭
可
風
（
さ
ん
し
ょ
う
て
い 

か
ふ
う
） 

・
林
家
楽
一
（
は
や
し
や 

ら
く
い
ち
） 

・
三
遊
亭
美
る
く
（
さ
ん
ゆ
う
て
い 

み
る
く
） 

【
開
催
日
時
】 

 

・
父
島 

５
月
21
日(

月)

午
後
６
時
30
分
～ 

 

・
母
島 

５
月
22
日(

火)

午
後
６
時
30
分
～ 

【
開
催
場
所
】 

 

・
父
島 

小
笠
原
小
中
学
校 

体
育
館 

 

・
母
島 

母
島
小
中
学
校 

体
育
館 

※
椅
子
の
数
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
座
布
団
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。 

【
入
場
料
】
無
料 

【
主
催
】
三
遊
亭
美
る
く
の
小
笠
原
落
語
会 

 

●
問
合
せ
先 

 

酒
井 

勉 

０
７
０
―
４
１
２
３
―
８
８
５
３ 

     

村
民
参
加
で
森
づ
く
り
を
進
め
る
「
オ
ガ
グ
ワ
の

森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
ハ
ハ
ジ
マ
森
の
道
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
は
、
今
年
11
月
の
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
や

在
来
樹
の
植
栽
に
む
け
て
、
次
の
日
程
で
「
春
の
地

な
ら
し
体
験
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

◎
オ
ガ
グ
ワ
の
森 

春
の
地
な
ら
し
体
験
会 

 

昨
年
の
夏
か
ら
生
き
物
観
察
会
や
道
づ
く
り
体
験

会
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
前

後
で
出
た
枝
葉
の
片
付
け
や
林
内
の
タ
ケ
や
ア
レ
カ

ヤ
シ
の
手
入
れ
作
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
６
日(

日) 

昼
～
午
後
４
時
頃
ま
で 

【
集
合
時
間
・
場
所
】
昼
12
時
30
分 

村
役
場
駐
車

場 【
作
業
場
所
】
父
島
長
谷
の
村
有
地
（
林
内
） 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど 

※
作
業
に
必
要
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ノ
コ
ギ
リ
、
剪
定

ば
さ
み
は
貸
与
し
ま
す
。 

 

◎
ハ
ハ
ジ
マ
の
森
の
道 

春
の
地
な
ら
し
体
験
会 

 

今
年
３
月
、
植
栽
予
定
地
に
生
え
て
い
る
ギ
ン
ネ

ム
へ
の
薬
注
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
薬
注
に
よ

っ
て
枯
れ
た
ギ
ン
ネ
ム
の
伐
採
作
業
を
行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
12
日(

土) 

朝
～
正
午
頃
ま
で 

【
集
合
時
間
・
場
所
】
午
前
８
時
30
分 

沖
港
船
客

待
合
所
前
駐
車
場 

【
作
業
場
所
】
母
島
静
沢
の
村
有
地
（
遊
歩
道
） 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど 

※
作
業
に
必
要
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ノ
コ
ギ
リ
、
剪
定

ば
さ
み
は
貸
与
し
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１  

          

【
世
界
自
然
遺
産 

小
笠
原
の
価
値
】 

 

世
界
遺
産
と
は
、
地
球
の
生
成
と
人
類
の
歴
史
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
遺
跡
、景
観
、自
然
な
ど
で
、

過
去
か
ら
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
人
類
共

通
の
宝
物
で
す
。 

 

海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
島
々
か
ら
な
る
小
笠
原

で
は
、
独
自
の
進
化
を
と
げ
た
多
く
の
固
有
の
生
き

も
の
や
、
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
独
自
の
「
生
態
系
」

が
、
生
物
の
進
化
を
示
す
典
型
的
な
見
本
（
特
に
カ

タ
ツ
ム
リ
や
植
物
）
と
し
て
、
世
界
的
な
価
値
を
持

つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
23
年
６
月
、
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

 
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館 

 
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
自
主
事
業 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

記
念
寄
席 

 

 

森
づ
く
り
体
験
会
の
ご
案
内 

   
 

新
し
く
小
笠
原
村
の
村
民
と 

 
 
 
 
 
 

な
ら
れ
た
方
々
へ 

    

小
笠
原
村
同
窓
会 

返
還
50
周
年 
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【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

 
小
笠
原
在
来
の
生
き
も
の
は
外
来
種
の
影
響
に
よ

る
環
境
の
変
化
に
弱
く
、
こ
の
よ
う
な
生
き
も
の
を

守
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
等
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
同
機
関
の
取
組
に
限
ら
ず
、
村
民
の
皆
さ

ま
に
も
、
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

【
内
地
か
ら
小
笠
原
に
戻
る
と
き
は
】 

○
小
笠
原
の
自
然
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な

い
植
物
や
動
物
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
持
ち
込
む
つ
も
り
は
な
く
て
も
、
土
に
紛
れ
て
持

ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
土
付
き
の
苗

を
持
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
靴
底
に
泥
が
つ

い
て
い
た
ら
、出
発
前
に
落
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

※
土
付
き
の
苗
木
な
ど
を
父
島
お
よ
び
イ
エ
シ
ロ
ア

リ
生
息
地
域
（
沖
縄
・
九
州
か
ら
関
東
の
太
平
洋
側

を
中
心
と
し
た
地
域
）
か
ら
、
母
島
に
持
ち
込
む
こ

と
は
、
村
の
「
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
条
例
」
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。 

【
他
の
島
に
行
く
と
き
は
】 

 

父
島
で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ

ム
シ
と
い
う
外
来
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
に
よ
っ
て
、
固
有

の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昆
虫

類
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が

父
島
・
母
島
・
兄
島
か
ら
他
の
島
へ
侵
入
・
拡
散
す

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。 

○
泥
の
中
に
は
プ
ラ
ナ
リ
ア
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
靴
や
サ
ン
ダ
ル
の
泥
を
確
実
に

落
と
し
て
か
ら
出
発
し
ま
し
ょ
う
。 

○
船
や
カ
ヤ
ッ
ク
、
荷
物
の
中
な
ど
に
生
き
も
の
が

入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
発
前

に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。 

【
小
笠
原
で
生
き
も
の
を
飼
う
と
は
】 

 

ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
が
、

野
生
に
放
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
小
笠
原
の
生
態
系
に

影
響
を
与
え
る
外
来
種
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

○
イ
ヌ
・
ネ
コ
は
役
場
で
登
録
し
ま
し
ょ
う
。 

○
無
責
任
に
捨
て
な
い
よ
う
、
さ
い
ご
ま
で
大
切
に

飼
い
ま
し
ょ
う
。 

○
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

○
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
室
内
や
工
夫
さ
れ
た
ケ
ー
ジ

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。 

○
動
物
に
限
ら
ず
植
木
・
水
草
な
ど
も
野
外
に
捨
て

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し
、
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
守
れ
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
環
境
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

    
兄
島
は
父
島
か
ら
わ
ず
か
数
百
ｍ
離
れ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
無
人
島
で
す
。
こ
こ
に
は
小
笠
原
で
も
最
大

規
模
の
乾
性
低
木
林
が
広
が
り
、
父
島
で
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
や
昆
虫

が
す
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
の
貴
重
な
生
態
系
を
守
る
た
め
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
を
救
う
取
組
や
カ
タ
ツ
ム
リ
・
在
来
植

物
を
襲
う
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
、
昆
虫
類
を
襲
う
グ

リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の
生
息
域
の
拡
大
を
防
ぐ
柵
の
設

置
等
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
現

場
を
直
接
見
る
こ
と
で
、
自
然
環
境
を
保
全
す
る
こ

と
や
新
た
な
外
来
種
を
生
み
出
さ
な
い
こ
と
の
意
義

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
村
民
向
け
兄
島
視
察

会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
19
日(

土) 

午
前
８
時
～
午
後
３
時

頃 【
視
察
場
所
】
兄
島
乾
沢
～
台
地
上 

【
募
集
期
間
】
５
月
１
日
～
16
日
ま
で
（
事
前
申
込

制
） 

【
応
募
資
格
（
①
か
ら
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）】 

①
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方 

②
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
（
目
安
と
し
て
、
高
山
経

由
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
の
遊
歩
道
、
乳
房
山
遊
歩
道
が
余

裕
を
持
っ
て
歩
け
る
程
度
） 

※
上
陸
地
点
は
磯
場
の
た
め
足
元
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

※
視
察
す
る
コ
ー
ス
上
の
道
は
、
あ
く
ま
で
作
業
用

で
あ
る
こ
と
か
ら
足
場
が
悪
く
、
想
像
以
上
に
体
力

を
消
耗
し
ま
す
。 

③
滑
り
止
め
の
し
っ
か
り
し
た
靴
（
登
山
靴
、
ス
パ

イ
ク
足
袋
な
ど
）
を
お
持
ち
の
方 

※
登
山
や
作
業
向
き
の
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
手
袋
は
貸
与
し
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

      

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
笠
原
諸
島

世
界
自
然
遺
産
の
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
小

笠
原
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
や
昆
虫
の
生
体
展
示
の
他
、

世
界
遺
産
地
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
取
組
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。 

 

季
節
ご
と
に
企
画
展
示
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
（
着
発
期
間
中

は
日
曜
日
休
館
） 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

※
詳
細
は
、
小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。 

※
会
議
室
・
多
目
的
室
を
一
般
利
用
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
（
非
営
利
の
活
動
に
限
る
）。 

 
団
体
で
の
利
用
や
会
議
室
・
多
目
的
室
を
利
用
す

る
場
合
は
事
前
に
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
１
７
４  

 

     

平
成
30
年
４
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

し
た
ネ
ズ
ミ
類
駆
除
は
、
お
知
ら
せ
し
た
内
容
で
の

落
札
業
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
再
度
内
容
を
検
討
い

た
し
ま
す
。
内
容
が
固
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
２
―
２
１
６
７ 

         

【
５
月
の
開
館
】
５
月
１
日
～
11
日
毎
日
開
館
、 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
夜
間
～
午
後
９
時
） 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

■
本
館 

「
ク
ジ
ラ
展
」
～
こ
ん
な
に
違
う
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ 

開
催
中 

 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
実
物
大
の
展
示
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
態
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

■
新
館 

 

「
写
真
で
見
る
小
笠
原
展
」
開
催
中 

 

返
還
前
後
の
写
真
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

 

兄
島
視
察
会 

   

 

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

媒
島
・
嫁
島
の
ネ
ズ
ミ
類 

 
 
 
 
 
 

駆
除
に
つ
い
て 
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【
日
時
】
５
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
前

11
時
30
分 

（
雨
天
延
期
）
６
月
３
日
（
日
） 

午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
宮
之
浜
駐
車
場
集
合 

【
参
加
費
】
一
人
50
円 

【
参
加
資
格
等
】
小
学
生
～
一
般
（
た
だ
し
、
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
） 

電
話
ま
た
は
来
所
に
て
受
付
け
、
先
着
15
組
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
応
募
締
切
】
５
月
20
日
（
日
） 

【
講
師
】
新
行
内 

博
（
小
笠
原
高
校
） 

  

●
問
合
せ
・
申
込
み 

 

東
京
都
公
園
協
会
大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー 

２
―
７
１
７
０  

        

次
の
①
及
び
②
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

①
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
） 

 

父
島
及
び
母
島
等
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易

講
習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ

る
「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

②
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る
方

（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
①
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実
施
し

ま
す
の
で
、
①
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。 

●
父
島
会
場 

【
日
時
】
５
月
14
日
（
月
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時

30
分 

 

当
日
受
講
で
き
な
い
方
は
、
別
途
電
話
に
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室 

 
●
母
島
会
場 

【
日
時
】
５
月
23
日
（
水
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室 

●
必
要
な
物 

 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

      

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
、
鳥
の
繁
殖
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
地
面
で
弱
々
し
く
歩
い
て
い
る
ヒ
ナ
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
そ
の
ヒ
ナ
は
迷
子
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
く
に
は
親
鳥
が
い
て
、
餌
を

与
え
て
い
ま
す
。
ヒ
ナ
は
独
り
立
ち
の
準
備
を
し
て

い
る
の
で
す
。 

 

子
育
て
の
邪
魔
を
し
な
い
た
め
に
も
、
ヒ
ナ
を
拾

っ
て
保
護
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
間
違
っ
て
保
護
し

て
し
ま
う
と
、
親
鳥
の
元
に
返
せ
な
く
な
り
、
野
生

の
世
界
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
も
、
ど
う
し
て
も
「
放
っ
て
お
け
な
い
」

と
判
断
し
た
場
合
は
、
支
庁
産
業
課
、
あ
る
い
は
次

の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】
ア
イ
ボ
レ
ス
キ
ュ
ー 

 

０
８
０
―
２
０
３
５
―
８
０
７
８ 

【
母
島
】（
平
日
）
母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０ 

（
休
日
等
）
鳥
獣
保
護
管
理
員 

 

０
８
０
―
８
４
９
７
―
３
７
６
４ 

 

●
問
合
せ
先  

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

２
―
２
１
２
５  

     

テ
グ
ス
が
と
き
に
は
、
鳥
に
と
っ
て
危
険
な
存
在

に
な
っ
て
い
ま
す
。
使
い
終
わ
っ
て
ポ
イ
捨
て
し
た

り
、
岩
な
ど
に
引
っ
か
か
っ
た
テ
グ
ス
を
そ
の
ま
ま

放
置
す
る
こ
と
で
、
鳥
の
体
に
絡
ま
っ
た
り
、
エ
サ

と
間
違
え
て
針
を
飲
み
込
む
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

絡
ま
っ
た
部
分
が
締
め
付
け
ら
れ
、
足
や
翼
が
腐
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

釣
り
を
楽
し
ん
だ
後
に
は
、
使
い
終
わ
っ
た
テ
グ

ス
は
必
ず
家
に
持
ち
帰
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。 

 
●
問
合
せ
先  

 
 
 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

２
―
２
１
２
５ 

        

「
風
が
吹
け
ば
ザ
ト
ウ
が
よ
く
飛

ぶ
？
」 

 
 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
盛
期
も
終
わ
り
を
迎
え
、

毎
朝
30
分
間
の
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台

か
ら
の
観
測
で
も
、
４
月
前
半
の
平
均
発
見
頭
数
は

７
頭
と
な
り
ま
し
た
。
派
手
に
飛
ん
で
水
し
ぶ
き
を

上
げ
て
く
れ
れ
ば
、
遠
く
に
い
て
も
す
ぐ
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
に
と
、
そ
う
思
う
毎
日
で
す
。
海

が
荒
れ
て
い
る
時
は
ク
ジ
ラ
が
よ
く
飛
ぶ
と
い
う
こ

と
を
耳
に
し
ま
す
が
、
実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
？ 

 

実
は
、
風
速
の
上
昇
や
、
強
風
に
伴
っ
て
海
の
中

が
う
る
さ
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
リ
ー
チ
ン
グ

（
ジ
ャ
ン
プ
）
や
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
（
胸
ビ
レ
な
ど
で

水
面
を
た
た
く
）
と
い
っ
た
水
面
行
動
が
増
え
る
こ

と
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
研
究
か
ら
わ

か
っ
て
い
ま
す
。 

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
東
側
の
海
は
、
南
半
球
の
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
南
北
の
回
遊
を
行
う
際
の
通
り
道
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
山
の
上
か
ら
の
目
視
観

測
と
５
つ
の
水
中
マ
イ
ク
に
よ
る
ザ
ト
ウ
の
同
時
追

跡
に
よ
り
、
水
面
行
動
と
声
（
オ
ス
が
発
す
る
ソ
ン

グ
を
除
く
）の
検
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

風
が
強
く
な
る
ほ
ど
、
ザ
ト
ウ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
方
法
が
、
声
を
主
体
と
し
た
も
の
か
ら
、
水
面

行
動
の
際
に
生
じ
る
音
を
主
体
と
し
た
も
の
に
切
り

替
わ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。 

 

も
し
か
す
る
と
、
う
る
さ
い
時
に
は
声
よ
り
も
伝

わ
り
や
す
い
打
撃
音
を
使
っ
て
、「
今
か
ら
話
す
よ
！
」

と
皆
の
注
目
を
う
な
が
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

 
磯
の
観
察
会 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護 

 
 
 

地
域
入
林
簡
易
講
習
会 

 
 
 
 
 

（
父
島
・
母
島
） 

 

 

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
く
だ
さ
い 

 

テ
グ
ス
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い 
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ん
（
ダ
ン
ロ
ッ
プ
ら
、
２
０
１
０
よ
り
）。 

小
笠
原
の
ザ
ト
ウ
た
ち
は
い
か
に
。 

                

● 

問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５  

     

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の204 

 

―
ウ
ミ
ガ
メ
解
体
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
― 

 

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
現
在
（
４
月
９
日
）
ま

で
の
、
今
年
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
捕
獲
頭
数
は
26
頭
で

す
。
父
島
に
お
け
る
年
間
捕
獲
総
数
は
55
頭
（
小
笠

原
諸
島
全
体
で
は
１
３
５
頭
。
父
島
55
頭
、
母
島
80

頭
）な
の
で
、も
う
そ
ろ
そ
ろ
折
り
返
し
地
点
で
す
。

３
月
号
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
で
も
お
伝
え
し
た

通
り
、
昨
年
か
ら
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
す
べ
て
の
ウ

ミ
ガ
メ
の
解
体
作
業
に
立
ち
会
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。解
体
時
、体
内
卵
人
工
ふ
化
事
業
の
他
に
、

私
た
ち
は
主
に
内
臓
の
処
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

捕
殺
立
ち
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
だ
け
で
も
あ
り

が
た
い
の
で
す
が
、
最
後
に
は
美
味
し
い
ウ
ミ
ガ
メ

料
理
を
ご
馳
走
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
ウ
ミ
ガ
メ
漁

師
さ
ん
や
飲
食
店
を
は
じ
め
と
す
る
購
入
者
の
方
々

に
は
感
謝
が
つ
き
ま
せ
ん
。 

 

少
し
前
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
大
掃
除
を
し
た
際
、

棚
に
埋
も
れ
て
い
た
本
の
中
に
数
冊
、
ウ
ミ
ガ
メ
の

料
理
方
法
や
ウ
ミ
ガ
メ
の
栄
養
価
に
つ
い
て
記
し
て

あ
る
大
変
興
味
深
い
資
料
を
み
つ
け
ま
し
た
。
現
在

も
一
般
的
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
カ
メ
の
煮
込
み
の
他

に
、
シ
チ
ュ
ー
や
カ
ツ
レ
ツ
、
カ
メ
ケ
バ
ブ
（
！
？
）

や
そ
の
他
海
外
地
域
の
伝
統
的
な
ウ
ミ
ガ
メ
調
理
法

な
ど
が
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
ウ
ミ
ガ
メ
料

理
と
い
う
と
、煮
込
み
や
刺
身
が
メ
ジ
ャ
ー
で
す
が
、

解
体
場
で
は
そ
の
他
に
も
ロ
ー
ス
ト
や
か
ら
あ
げ
な

ど
思
考
を
凝
ら
し
た
様
々
な
創
作
料
理
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
す
。
小
笠
原
で
は
、
移
民
が
移
り
住
ん
で
き
た

当
初
か
ら
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
重
要
な
た
ん
ぱ
く
源
と
し

て
非
常
に
重
宝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在

で
も
そ
の
文
化
が
生
き
て
い
ま
す
。
当
時
の
資
料
や

現
在
の
解
体
場
で
の
様
子
を
み
て
い
る
と
、
こ
う
や

っ
て
地
域
の
伝
統
・
文
化
が
進
化
し
、
生
き
続
け
て

い
く
の
だ
な
と
感
慨
深
く
思
い
ま
す
。 

   

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
― 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
８
３
０ 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ

ャ
ー 

https://bonin-ocean.net    

   

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
三
十
七
貝
「
ち
っ
ぽ
け
な
カ
タ
ツ
ム

リ
」 

   

「
そ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
カ
タ
ツ
ム
リ
を
守
っ
て
何

の
意
味
が
あ
る
の
か
」。小
笠
原
で
そ
ん
な
声
を
よ
く

耳
に
し
た
一
九
九
〇
年
代
。
地
球
の
裏
側
で
、
ち
っ

ぽ
け
な
カ
タ
ツ
ム
リ
が
、
史
上
最
大
の
自
然
保
護
運

動
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
南
部
ニ
ュ
ー
バ
レ
ー
近
郊
に
建
設
が
計

画
さ
れ
た
バ
イ
パ
ス
道
路
。
工
事
が
多
く
の
森
林
や

湿
地
を
破
壊
す
る
た
め
、
建
設
反
対
の
声
が
上
が
り

ま
す
。
そ
し
て
埋
立
て
予
定
の
湿
地
に
小
さ
な
カ
タ

ツ
ム
リ
―
殻
の
高
さ
が
わ
ず
か
二
ミ
リ
の
キ
バ
サ
ナ

ギ
ガ
イ
の
一
種
―
が
見
つ
か
る
と
、
工
事
に
よ
っ
て

絶
滅
す
る
こ
の
小
さ
な
カ
タ
ツ
ム
リ
を
守
れ
、
と
反

対
運
動
が
爆
発
し
ま
す
。
一
九
九
五
年
、
世
界
中
か

ら
集
結
し
た
七
千
人
の
若
者
が
、
建
設
予
定
地
の
森

に
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
木
の
幹
に
体
を
括
り
付
け
、

地
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
、
工
事
を
妨
害
し
ま
し

た
。
激
し
い
抵
抗
の
末
、
出
動
し
た
軍
が
彼
ら
を
排

除
。
カ
タ
ツ
ム
リ
は
人
工
湿
地
に
移
植
、
と
い
う
こ

と
で
、
よ
う
や
く
反
対
運
動
は
終
結
し
ま
す
。
た
だ

し
移
植
し
た
カ
タ
ツ
ム
リ
は
結
局
繁
殖
が
う
ま
く
い

か
ず
、
後
に
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

さ
て
、そ
の
二
十
年
後
。場
所
は
東
京
都
多
摩
市
。

バ
イ
パ
ス
道
路
建
設
に
よ
っ
て
埋
立
て
予
定
の
湿
地

に
、
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
の
一
種
が
見
つ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
地
元
住
民
に
よ
る
埋
立
て
反
対
運
動
。
歴
史

は
繰
り
返
す
？ 

い
い
え
、
違
い
ま
し
た
。
都
は
こ
の

カ
タ
ツ
ム
リ
を
守
る
た
め
、
計
画
を
修
正
。
湿
地
は

保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
二
年
後
、
父
島
に
新
し
い
道
路
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
周
辺
に
、
エ
リ
マ
キ
ガ
イ

と
い
う
、
在
来
の
キ
バ
サ
ナ
ギ
ガ
イ
の
一
種
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
た
っ
た
二
ミ
リ
の
カ
タ
ツ
ム
リ
。
し

か
し
こ
こ
で
は
も
う
「
そ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
」
と
い

う
声
を
耳
に
す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
。
十
分
な

配
慮
の
お
か
げ
で
、
こ
の
道
路
建
設
に
彼
ら
が
影
響

を
受
け
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

               

【
文
】
東
北
大
学
・
千
葉
聡
【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛  
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父島の西町～奥村地区では、以前のような羽アリの大発生を見かけなくなりました。これは２０年来の各家庭や事業所での努力と、

継続して地道に行ってきた駆除作業による成果です。しかし周囲の山林にはまだ多くのイエシロアリが生息しており、手をゆるめれば

数年のうちに元の状態に戻ってしまいます。父島では「人とイエシロアリの住み分け」方針に基づき、また母島ではイエシロアリの根

絶を目指して引き続き対策を講じていく必要があります。また、小笠原村では、外来樹木駆除事業実施に伴う居住圏などへの悪影響を

防ぐため、外来樹木駆除事業者が責任をもってイエシロアリ対策を講じるよう要請してきました。平成２３年度には【シロアリ対策連

絡・調整会議】が発足し、国と東京都と小笠原村で情報を共有しながら、総合的なシロアリ対策について継続して検討を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[シロアリの種類と生態] 

日本には２０種類ほどのシロアリがいます。おもに森林に生息

して枯れ木や落ち葉を食べ、物質循環に大きな役割を果たす昆虫

ですが、そのうちの数種類が、建物や財産にまで被害を与えます。 

小笠原で多く発生しているのは、国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）

の「世界の侵略的外来種ワースト１００」にも挙げられているイ

エシロアリという種類で、他にダイコクシロアリやヤマトシロア

リも小集団ながら各所で生息が確認されています。 

なお、父島と母島のイエシロアリの遺伝子解析を行ったところ、

アメリカを中心に生息しているタイプと同じであることが分かっ

たため、戦後に米軍の物資と一緒に持ち込まれたことが強く裏付

けられました。 

[イエシロアリの巣の形成と活動] 

地上におりた羽アリは、オスがメスに誘引されて連なって歩き、

新しい住み家を探します。安全な場所にたどり着くと、交尾して

数日後に産卵を始めます。このペアが王と女王になり数年のうち

に数を増やして、大きい巣では直径１ｍ、巣内の虫の数は１００

万匹にまで達することもあります。 

巣内の９０～９５％は職蟻という白く小さな虫です。職蟻が木

に含まれる成分を食べて栄養をとり、それを幼虫や王、女王に渡

しています。巣から７０ｍ程度の範囲まで広く餌を探し、建物に

侵入すると大きな被害を与えます。目が退化していて見えず、木

材のほか革製品、紙、布、ゴム、ケーブルや断熱材など触れたも

のは何でもかじってしまいます。 

巣内には他に、兵蟻と呼ばれる牙のような大あごをもった虫が

２～３％おり、巣や飛び立つ羽アリの警備をしています。 

 [羽アリはなぜ飛ぶ？] 

羽アリが飛ぶのは、婚姻のためです。イエシロアリの羽アリは

主に５～６月の夕暮れ時に、温度や湿度などの気象条件が整うと

一斉に飛び立ちます。光に集まる習性があり、小さな隙間からで

も建物内に侵入し不快感をもたらします。十数分飛ぶと羽を落と

して地上におりますが、元の巣に帰ることは許されず、カエルや

ヤモリ、クモ、アリなどに捕食され大半が死んでしまいます。羽

アリの数は巣内の２％程度で、飛び立って別の巣を作るのはその

うちの１％に満たないと言われています。 

[シロアリの駆除] 

発見した場所に薬剤をかけるだけでは、表面的なイエシロアリ

の駆除しかできません。巣は周辺に薬剤を撒いたとしても内部ま

で届かないほど精巧で複雑にできており、完全に駆除するために

は、巣そのものを摘出するか薬剤効果が巣の内部まで届くような

処理が必要です。 

シロアリは種類によって生態、巣の場所や形、駆除方法が異な

ります。薬剤の誤った使用は周辺環境にも影響を与えますので、

生態や駆除方法などを熟知した信頼できる専門業者に駆除を依頼

しましょう。 

  シ ロ ア リ 特 集 

[シロアリ対策奨励金] 

小笠原村では個人所有家屋の防蟻処理に対して、一定条件のも

と奨励金を交付しています。ご自分の財産を守るためにも奨励金

制度を活用して防蟻処理を行いましょう。 

対象となる家屋、防蟻処理業者など、交付要件についてはお問

い合わせください。 

●問合せ先 建設水道課2-3115 母島支所3-2111 

 

[母島のシロアリ対策] 

猪熊谷トンネル～北港・東港のエリアでは、５月～６月にイエ

シロアリの羽アリが確認されています。シロアリ対策事業におい

て羽アリ調査や被害調査を行い、巣や被害箇所の駆除処理を行っ

ています。今後も根絶を目指した生息密度の低減に努めていきま

す。 

蝙蝠谷～元地・静沢のエリアでは、平成２３年にイエシロアリ

の羽アリが初めて確認されました。以降、東京都と小笠原村によ

る緊急対策を実施し、蝙蝠谷仮置場内から巣の摘出駆除を行いま

した。対策の成果により羽アリの確認数は平成２５年をピークに

平成２７年から２９年は小規模で推移していますが小集団が残

っているので、引続き最重点地として監視と駆除を行います。 

シロアリ対策には早期の情報が大変重要になりますので、集落

付近で羽アリを発見した場合は、小笠原村役場母島支所まで情報

や捕獲サンプルのご提供をお願いします。 

 [シロアリ条例] 

平成１０年に施行された小笠原村条例により、「何人もイエシ

ロアリ等を母島へ持ち込んではならない」と定められています。

父島および他のイエシロアリ生息域（主に沖縄・九州～関東にか

けての太平洋側を中心とした地域）からの苗木や樹木、材木など

の輸送や持込みは原則禁止となっています。貨物などにイエシロ

アリが付着していないかよく点検しましょう。 

[シロアリ対策事業] 

小笠原村では集落周辺の樹木を中心とした対策事業を定期的

に実施しています。家屋点検や被害相談も行っております。 

相談や点検は無料ですが、事前に申込みが必要となります。 

（家屋の駆除作業及び防蟻処理は、専門業者により有料で施工し

ています。） 

【申込期間】５月２８日（月）～６月１５日（金） 

【対策日程】《父島》６月２１日（木）～２５日（月） 

      《母島》６月１６日（土）～２０日（水） 

【申込場所】村役場建設水道課 村役場母島支所 
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予防接種 正しく知っていますか？  
昨年末から年明けにかけて、今年もインフルエンザが流行しました。インフルエンザ以外にも水痘などの感染症も 

一部で見られましたが、今月は病気の感染予防や重症化予防のために重要な予防接種について特集します。 

 

 

  

☆ Ｂ型肝炎 ☆ 肺炎球菌感染症 ☆ 日本脳炎 ・ ロタウイルス感染症 ・ 狂犬病 

☆ ヒブ感染症 ☆ 結核 ☆ 百日せき ・ おたふくかぜ ・ 黄熱 

☆ ジフテリア ☆ 麻しん（はしか） ☆ ポリオ ・ Ａ型肝炎   

☆ 破傷風 ☆ 風しん ☆ 水痘 ・ 髄膜炎菌感染症   

☆ ヒトパピローマウイルス感染症  （みずぼうそう） ・ インフルエンザ   

※ヒトパピローマウイルス感染症予防接種（子宮頸がんワクチン） 

定期予防接種ですが、国の方針としては積極的にはお勧めしていません。接種のご希望の際には一度福祉係までご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※副反応とは？：予防接種後に起こる好ましくない症状のことです。 

自宅で様子を見る 診療時間内に診療所に相談 診療時間外でも 119 
機嫌や体調がよく食欲もあれば様

子を見ましょう。ただし、症状が急

変することもあるので注意を。 

気になる症状が続く場合は受診を。 

副反応ではなく、別の病気の可能性もあ

ります。 

いつもと違う・危険！と感じた

ら、すぐに受診を。 

□接種部位が赤く腫れた 

□発熱した 

□24時間以上発熱が続く 

□発疹がでた 

□接種部位を大きく越えて腫れている 

□高熱を出しぐったりしている 

□呼吸困難をおこしている 

□意識がもうろうとしている 

 

 

 

 

そもそも予防接種って何で行うの？ 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：そっかぁ。予防接種は自分だけでなく、みんなを守るためにも大事なんだね。 

保健師：そうなんです。みんなを守るために大切なことなんですよ。そして、高度な医療へのア

クセスが限られた小笠原だからこそ、予防接種を受けて重症化の予防が大切なんです。 

予防接種も沢山あるので、接種のスケジュール等いつでも保健師にご相談くださいね。 

色々な予防接種があるけれど、昔は予防接種なんか
みんなしていなかったんでしょ？ 
それに、副反応もあるみたいだし… 
あまり予防接種なんて受けさせたくないな 

今、色々な情報がある中、心配になるのも当然です。 
では、そもそもなぜ“予防接種”を行うことが 
勧められているかご存知ですか？ 

それは、予防接種をして病気にならないためでしょ？ 
でも、予防接種をしても病気になった人もいるし…。 

― 村民課福祉係― 

― 第２１９号― 

 

もちろん、そのことも予防接種の目的の一つですが、 
それだけではないんですよ。 
ちょっと右で詳しく見てみましょう。 

予防接種の目的 

１．自分がかからないために 
予防接種を行い、病気から身を守る力である免疫
力をつけ、特定の病気にかかりにくくなります。 

 
２．かかっても症状が軽くすむために 

予防接種により免疫力をつけることで、万が一病
気になったとしても、症状が軽く済みます。 
 

３．まわりの人にうつさないために 
予防接種を受けたくても病気等の理由で受けるこ
とが出来ない人や、免疫力が弱い人等がいます。 
予防接種を受けないことで本人が病気になってし
まうこともありますが、更に周りの人にうつして
しまい、最悪の場合その人が死亡したり、重い障害
が残る可能性もあります。 

海外と違い日本では、予防接種は”義務”ではないので、副反応なども考えた上で、”予防接種を 
受けない”という決断をする方もいます。しかし、今の日本で感染症の流行が少なく、感染症での 
死亡率も低い理由の一つに、数多くの人が予防接種を受けてきたことがあります。 
予防接種を受けることが出来る人みなが予防接種を受けることが感染症予防のためには重要です。 

知っておきたい副反応の時の対応 予防接種の必要性は分かったけれど、予防接種の副反応が
起きたらどうしよう・・・と思っているあなたへ 

 

 

 

 

 

予防接種でどんな病気を防ぐことが出来るの？  
今、予防接種でこれだけの病気を 
予防することができる様になりました 
☆：定期予防接種  ・：任意予防接種 

 

 



父島返還祭参加申込開始（～25日） Jアラート試験

乳幼児計測会（母島） ヘルスアップ教室

兄島視察会申込開始（～16日）

　　　　　入出港日 　　　　　出港日

乳幼児健診（父島）

こどもまつり（父島） 歯科休診（父島～6/1）

子供の日の集い（母島） 南洋踊り講習会（父島）

50周年お絵かきイベント（父島）

50周年お絵かきイベント（母島） 兄島視察会

　　　　　入出港日 　　　　　入港日

こども茶道教室申込〆切（父島）

磯の観察会申込〆切（父島）

小笠原高校図書館開放

オガグワの森春の地ならし体験会 耳鼻咽喉科専門診療（母島～22日）

50周年記念寄席（父島）

小笠原高校図書館開放

育児学校（親子ヨガ・父島） 50周年記念寄席（母島）

　　　　　入港日 　　　　　出港日

小笠原高校　授業公開（～11日） 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

簿記検定申込〆切

村民相談 耳鼻咽喉科専門診療（父島～28日）27日除く

南洋踊り講習会（父島）

定期予防接種 電話による無料法律相談

防火・防災管理者講習申込〆切

　　　　　出港日 　　　　　入港日

小笠原小学校　学校公開 母島小中学校運動会

宮之浜ビーチクリーン

南洋踊り講習会（父島）

地域福祉センター臨時休館日

ハハジマの森の道春の地ならし体験会 磯の観察会

インスタフォトコン〆切 小笠原高校図書館開放

シロアリ対策事業申込開始（～6/15まで）

小笠原高校図書館開放

　　　　　入港日 　　　　　出港日

東京三弁護士会無料法律相談（母島）

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

母島巡回労働相談

東京三弁護士会無料法律相談（父島） 南洋踊り講習会（父島）

50周年パレード申込〆切 行政相談

軽自動車税減免申請〆切
固定資産税・軽自動車税納期

30 水

31 木

15 火

月 29 火

28 月

14

13 日

27 日12 土

金 26 土

25 金

11

10 木

水 24 木

23 水

9

8 火

月 22 火

21 月

7

日

6 日

5 土 20

4 金 19 土

3 木 18 金

水 17 木

16 水

2

1 火

日付曜日 行　事　予　定日付曜日 行　事　予　定

憲法記念日

みどりの日

こどもの日


